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「いい暮らしより 楽しい暮らしを」  〜人と人とが支えあう協働により、心の豊かさを感じるまちを目指して〜
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確
保
の
た
め
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
ガ
ス
器
具
の
供
給
を

行
う
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」、「
災

害
時
に
係
る
情
報
発
信
等
に
関
す
る
協
定
」

も
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
団
体
と
締
結
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
災
害
時
一
時
避
難
施
設
協
定
」
も

新
た
に
関
係
団
体
と
締
結
し
、
観
光
客
な
ど
災

害
時
に
は
帰
宅
困
難
と
な
る
方
々
の
避
難
場
所

の
確
保
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
災
害
時

応
援
協
定
（
30
関
連
以
上
）
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
と
締
結
し
、

も
し
も
の
時
の
た
め

に
、
市
の
防
災
力
を

高
め
て
い
ま
す
。

みんなで団結！ 高まる防災力！
未曽有の大震災となった「東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）」。

被災者だけでなく、私たちにも深く消えない傷痕を残した大震災から 
今月で 3 年が経過します。あの時の記憶は、いつまでも胸に刻まれて
います。

本市では現在、あの大震災を教訓に、さまざまな防災・減災対策を 
行っています。今回は、その中でも代表的な事例をご紹介します。

津
波
緊
急
一
時
避
難
施
設

災
害
時
応
援
協
定

防
災
行
政
無
線

東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方

の
死
因
は
、
92
・
4
％
が
“
溺
死
”
と
な
っ
て
い

ま
す
（
警
察
庁 

平
成
23
年
資
料
）。
あ
の
大

震
災
で
改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
県
の
津
波
浸
水
予
測
に
よ

り
ま
す
と
、
沖
縄
本
島
南
東
沖
で
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
那
覇
市
に
最
大
遡
上
高
11
メ

ー
ト
ル
強
の
津
波
が
到
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、本
市
で
は
、市
内
の
海
岸・

河
川
沿
い
な
ど
の
低
海
抜
地
域
を
中
心
に
「
津

波
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
の
確
保
や
市
内
各
地

の
「
海
抜
表
示
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
津
波
緊
急
一時
避
難
施
設
」は
、市
内
に“
大

津
波
警
報
”
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
市

民
が
早
急
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
建
物
所
有
者

と
市
が
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
建
物
を
一
時
避

難
施
設
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、「
那

覇
中
央
郵
便
局
」
や
「
と
ま
り
ん
ア
ネ
ッ
ク
ス

ビ
ル
」、「
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
（
内
野
席

上
層
部
）」
な
ど
74
施
設
86
棟
が
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
海
抜
表
示
」
は
、
お
住
ま
い
や
近

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
津
波
の
恐

れ
が
あ
る
海
岸
・
河
川
沿
い
、
崖
崩

れ
の
危
険
性
の
あ
る
急
傾
斜
地
を
中

心
に
、『
防
災
行
政
無
線
』
の
44
基

の
「
屋
外
拡
声
子
局
」
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
発
生

時
な
ど
の
緊
急
時
に
、
気
象
警
報
や

避
難
勧
告
な
ど
の
災
害
関
連
情
報

を
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
伝
え
す
る

も
の
で
す
。
市
役
所
内
の
「
親
局
」

か
ら
送
信
し
た
情
報
は
、
市
内
に
設

置
さ
れ
た
「
屋
外
拡
声
子
局
」
で

受
信
さ
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
サ

イ
レ
ン
や
音
声
で
み
な
さ
ま
に
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
25
年
度
は
、
沖
縄

振
興
特
別
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

市
内
の
小
中
学
校
を
中
心
に
、
新
た

に
“
53
基
”
の
「
屋
外
拡
声
子
局
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、 

災
害
情
報
が
広
範
囲
に
伝
わ
る 

取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。
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／
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史
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…
…
…
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　防災・減災対策につきましては、どこまでやれば、
どれだけやれば万全だということはありません。市で
は、今後ともあらゆる災害を想定し、市民のみなさま
の安心・安全な生活を守れるよう、公的機関だけでな
く民間企業・団体のみなさまと連携し、様々な施策を
展開してまいります。
　市民のみなさまも防災・減災の基本は、自分の生命
は自分で守る「自助」の精神であることを認識し、日
頃から自分でできる防災対策を行いましょう。

●テレビ、ラジオ等で最新の情報を入手し、あわてずに行動 
●身の危険を感じたら、迷わずに指定避難場所へ避難

▲「一人　助き　助き」のチムグクル

※画像はイメージです

▲親局（市役所本庁舎５階）

▲屋外拡声子局

隣
地
域
の
海
面
か
ら
の
高
さ
を
示
し
て
お
り
、

市
内
の
電
信
柱
を
は
じ
め
児
童
館
・
公
民
館
な

ど
の
公
共
施
設
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
各
駅
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
表
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
平
常
時
よ
り
「
津
波
緊
急
一
時
避
難

施
設
」
の
場
所
や
「
海
抜
表
示
」
を
確
認
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。　
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
『
那
覇
市
防
災 

マッ
プ
（
左
上
：
「
防
災
安
全
情
報
」
内
）』

か
ら
も
確
認
可
能

総
務
課　
市
民
防
災
室　
☎
８
６
１・１
１
０
２

お
問
い
合
わ
せ

●▲■持ち出し品の準備！■▲●

無線電波

サイレンが聞こえたら…

●懐中電灯　●ラジオ　●マスク、
●ベル ( 助けを呼ぶため )
●飲料水など　●レトルト食品　●缶詰
●丈夫な靴

持ち出し品　参考リスト

東
日
本
大
震
災
が
あ
ま
り
に
広
域
的
な
大

災
害
で
あ
っ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
本
市
で
は
浦

添
市
や
南
風
原
町
、
西
原
町
の
近
隣
の
市
町
村

を
は
じ
め
、
姉
妹
都
市
の
日
南
市
（
宮
崎
県
）

や
川
崎
市
（
神
奈
川
県
）
の
ほ
か
、宇
治
市
（
京

都
府
）、
高
知
市
（
高
知
県
）
な
ど
の
中
核
市

41
市
と
も
『
災
害
時
相
互
応
援
協
定
』
を
締

結
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
協
定
締
結
市
の

い
ず
れ
か
が
被
災
し
た
場
合
、
被
災
し
て
い
な

い
市
が
相
互
に
応
援
協
力
し
、
被
災
市
へ
の
食

糧
や
資
機
材
の
提
供
な
ど
の
災
害
応
急
対
策
、

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
円
滑
に
遂
行
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
協
定
で
す
。

ま
た
、
公
的
機
関
以
外
に
も
、
民
間
企
業
・

団
体
と
も
応
援
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
際
、
被
災
者
へ
の
情
報
提
供

に
効
果
を
発
揮
し
た
例
を
受
け
、
市
内
に
あ
る

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
2
局
と
「
放
送
要
請
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
。
避
難
所
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

このマークが
目印！

～大震災から３年、その教訓を胸に～

緊
急

市の人口と世帯
　　　　　※（　）内はうち外国人
2014（平成 26）年1月末現在

総人口 322,483（2,466）
男
女

155,760（1,354）
166,723（1,112）

世帯数 142,195（1,354）


